
本会議と委員会は公開されていますので、どなたでも傍聴することができます。

本会議
定員：160 名（車椅子スペース3席）

　傍聴を希望する方は、1階「傍聴券発行所」におい
て傍聴券の交付を受けてください。
●傍聴券は、本会議開始30分前から交付します。
●お子様と一緒に入場し、傍聴することができます。
●�手話通訳、託児サービスを希望する方は、傍聴希望
日の1週間前まで「総務課」にご連絡ください。

ようこそ
県議会へ

Facebook Instagram     Ｘ    YouTube

県議会では、広報紙やテレビ放送、インターネット、ソーシャルメディアによる広報を行っています。

■県      議      会      広      報      紙  ：�議会の審議状況を中心に年4回、県内の各世帯に配布しています。
� �目の不自由な方には、点字版・録音版を用意しています。
■県   議   会   テ   レ   ビ   広   報  ：議会の活動状況を中心に年6回放送しています。
■インター ネットによる 広 報：��ウェブサイト（https://pref.akita.gsl-service.net）により、議会の開催予

定、審議状況、会議録、本会議の様子などをお知らせしています。
■ソーシャルメディアによる広報：��X�、Facebook�、Instagram�、YouTube�を活用し、議会活動に関する

情報を随時発信しています。

秋田県議会

◉秋田県議会事務局
〒010-8570�秋田市山王四丁目1番1号�           総   務   課　電話�018-860-2111����FAX�018-860-2074
[E-mail]�kengikai@mail2.pref.akita.jp�            議事調査課　電話�018-860-2087����FAX�018-860-2108

県議会からのお知らせ県議会からのお知らせ
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　議員は、有権者（18歳以上の県民）の投
票によって、選挙区ごとに選ばれ、県民の
代表として県議会で活動します。
　現行の議員定数は、条例で41人と定めら
れています。選挙区ごとの定数は、下の図の
とおりです。また、議員の任期は4年です。

ア 議長席 議長がここで、議事を進行します。

イ 演壇  議員が質問したり、知事などが説明・答弁
したりする際に登壇します。

ウ 議員席 各議員の席が指定されています。
エ 議会
　 事務局長席

 議長の隣で、議会事務局長が議長の議
事進行を補助します。

オ 執行部席 知事、副知事、県の各部局長などの説明
者が着席します。

カ 議会
　 事務局席

 議会事務局の職員が、会議の運営を補
助します。

キ 傍聴席 ここで、本会議を傍聴することができます。
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会議の傍聴
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▼傍聴席からみた本会議場

委員会
定員：各常任委員会10 名、議会運営委員会8名

　　　  予算特別委員会20名

　傍聴を希望する方は、1階「議事調査課」において
傍聴券の交付を受けてください。
●�傍聴券は、委員会開始30分前から交付します。

▼議長席からみた傍聴席
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　“豊かで住みよい秋田県”にすることは、県民共通の願いです。この願いを実現するために、県民の代表
者である議員が、県の条例や予算など、県政を進める上での重要な事項を決定しています。この議員で
構成される議決機関が「県議会」です。
　そして、県議会で決定された方向に沿って、道路や学校を建設したり、医療や福祉の向上など、県の施
策を実行するのが知事（執行機関）の役割です。
　県議会は議決機関として、知事は執行機関として、それぞれの役割を果たしながら、協力して秋田県の
発展に努めています。

　県が施策を実行するためには、知事が中心となって事業等の計画を立て、条例や予算などを議会に提
案します。県議会では、それらが県民のために本当に役立つものかどうかを調査し、審査して決定すること
になります。
　県議会には、法律によって大きな役割・権限が与えられており、その主なものは次のとおりです。

　県民の皆さまの要望・意見を県政に反映させる方法として「請願」や「陳情」などがあります。
　「請願」は、所管の常任委員会等で審査し、本会議において採択または不採択の決定を行います。
　採択されたもののうち、執行機関（知事等）で処理することが適当なものは、これを執行機関へ送付し、
県政への反映に努めます。なお、請願は県議会議員1名以上の紹介（署名又は記名押印）が必要 です。
　「陳情」は、所管の常任委員会等に送付又は報告されます。請願と異なり、採否の決定はなされません。
　「請願」「陳情」は、どなたでも提出することができます。受付は議会事務局議事調査課で行っています。

県議会の役割 県議会のしくみ

県議会の仕事

請願・陳情

県
　
議
　
会

議　　決
◦条例を制定・改正・廃止する
◦予算を決定する
◦法律や条例で定められている重要な事項を決定する

認　　定 ◦決算を審査し、認定する

選　　挙 ◦議長・副議長や選挙管理委員などを選ぶ

意見書の提出 ◦県民の利益になるように関係行政庁に要望する

調査・検査 ◦ 県の事務が適正に行われているかどうかを調査・検査する

請願等の受理 ◦ 請願・陳情などを受け付けて審査する

同　　意 ◦ 副知事・行政委員の選任・任命に同意する
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❷ 議 長

議会事務局

【議決機関】【執行機関】

　定例会は年2回（2月～7月、9月～12月）開かれます
　（ただし、県議会議員の改選が行われる年は年3回）。
　臨時会は、特に必要がある場合に開かれます。

　議長と副議長は、議員の中から選挙によって選出
されます。
　議長は、県議会を代表し、議場の秩序を保ち、議事
を整理し、議会をまとめる大きな権限を持っています。

　本会議は、議員全員で構成される会議であり、
提案された議案などについて最終的な意思が決定
されます。

　議会が公正で円滑に運営されるように、議案の審議
日程や採決の方法などを協議するための委員会です。

　常設されている委員会で、所管する分野別に議案
などを詳しく審査します。
　議員は、いずれか1つの常任委員会に所属しています。

　複数の常任委員会にわたる事項や、特に重要な事
項を審査する必要がある場合に、臨時的に設置され
る委員会です。

❶ 議会（定例会・臨時会）

❷ 議長

❸ 本会議

❹ 議会運営委員会

❺ 常任委員会

❻ 特別委員会
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開　 会 本会議を開会し、会期を決定
します。

議案提出 知事のほか、議員や委員会
から議案が提出されます。

委 員 会
付 託

提出された議案や請願など
を詳しく審査するため、委員
会に審査を委ねます。

知事説明 知事が提出議案の説明を行
います。

一般質問
議員が県政全般について質
問や意見を述べ、知事などが
答弁します。

付託議案審査 【説明・質疑・討論・採決】

委員会に付託された議案や請願について審査
し、委員会として賛否を決定します。

委 員 長
報 告

委員会で決定した審査結果
を報告します。

討　 論
委員長報告を受け、議員が、
議案について賛否などの考え
を述べます。

採　 決 議案への賛成者の数を集計
し、可否を決定します。

閉　 会
（散　会）

全ての議案の採決を行い、閉
会または散会します。採決の
結果が議長から知事へ通知
され、知事はこれをもとに県
政を進めていきます。
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議案（予算・条例等）が
決定されるまで


